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ク
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ニ
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〇
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械
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献
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振
興
賞
受
賞
。

塚
田
　
稔
（
つ
か
だ
　
み
の
る
）

玉
川
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

一
九
七
一
年
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

東
北
大
学
工
学
部
助
手
、
玉
川
大
学
工
学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
八
五
年
よ
り
玉
川
大
学
工
学
部
教
授
、
現
在
に
至

る
。
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
は
玉
川
大
学
学
術
研
究
所
脳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
〇
二
年
に
は
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21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
全
人
的
人
間
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
リ
ー
ダ
ー
、
日
本
神
経
回
路
学
会
総
務
理
事
、
副
会
長
、

会
長
、
顧
問
、B

oil.C
ybem

etics,N
euralN

etw
ork
Letter

誌
の
編
集
委
員
も
務
め
て
い
る
。

生
態
情
報
工
学
、
記
憶
と
学
習
の
モ
デ
ル
と
実
験
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
情
報
表
現
に
興
味
を
も
ち
、
専
門
分
野
は
、
生
体

情
報
工
学
や
脳
の
情
報
表
現
な
ど
。

井
原
　
康
夫
（
い
は
ら
　
や
す
お
）

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

一
九
七
一
年
東
京
大
学
・
医
学
部
医
学
科
卒
業
。

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
一
内
科
研
修
医
に
。
七
五
年
に
は
日
本
神
経
学
会
認
定
医
（
第
四
十
三
号
）
と
な
る
。
米

国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（M

ailm
an
Research

C
enter,M

cLean
H
ospital

）Research
A
ssociate

（
財
）
東
京
都
老
人
総

合
研
究
所
生
理
学
部
臨
床
第
二
生
理
研
究
室
室
長
、
東
京
大
学
医
学
部
脳
研
究
施
設
脳
病
理
学
部
門
教
授
な
ど
を
経
て
、

九
七
年
よ
り
現
職
。

専
門
分
野
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
。

祖
父
江
　
元
（
そ
ぶ
え
　
げ
ん
）

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
神
経
内
科
教
授

一
九
八
一
年
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。

名
古
屋
大
学
第
一
赤
十
字
病
院
臨
床
研
修
医
、
愛
知
医
科
大
学
第
四
内
科
講
師
な
ど
を
務
め
た
後
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
に
留
学
、
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
大
学
のAssistant

professor,D
ept.of

N
eurology

と
な
る
。
そ
の
後
、
愛
知
医

科
大
学
第
四
内
科
助
教
授
を
経
て
、
九
五
年
か
ら
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
神
経
内
科
教
授
と
な
る
。
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ヘ
ン
シ
ュ
　
貴
雄
（
へ
ん
し
ゅ
　
た
か
お
）

（
独
）理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
臨
界
期
機
構
研
究
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
神
経
回
路
発
達
研
究

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。
医
学
博
士
。

一
九
八
八
年
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
。

文
部
省
奨
学
金
研
究
生
、
H
H
M
I
フ
ェ
ロ
ー
な
ど
を
経
て
、
九
六
年
に
学
位
取
得
、
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
の
神
経
回
路
発
達
研
究
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
二
〇
〇
〇
〜
〇
三
年
は
ニ
ュ
ー
ロ
ン
機
能
研
究
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
兼
任
し
、
〇
三
年
よ
り
現
職
。

専
門
分
野
は
、
発
達
経
験
に
依
存
し
て
形
成
さ
れ
る
大
脳
神
経
回
路
の
機
構
と
機
能
。
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心
の
中
心
で
あ
る
大
脳
新
皮
質
を
中
心
に
、
わ
れ
わ
れ
の
脳
の
進
化
要
因
と
、
脳
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の

か
と
い
う
進
化
様
式
を
ふ
ま
え
、
思
考
の
進
化
に
つ
い
て
簡
単
に
話
す
こ
と
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
四
十
分
で
こ
れ
だ

け
の
内
容
を
話
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
迷
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
あ
ま
り
聞
か
な
い

話
を
と
思
い
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
脳
を
も
っ
て
い
る
理
由
、
つ
ま
り
脳
の
進
化
要
因
を
中
心
に
し

て
、
つ
い
で
脳
の
進
化
様
式
、
そ
し
て
、
心
の
働
き
の
な
か
で
も
思
考
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
現
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

霊
長
類
の
系
統
進
化
と
相
対
脳
重

霊
長
類
の
系
統
進
化
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
（
図
1
）。
六
千
五
百
万
年
ほ
ど
前
ま
で
に
恐
竜
類
が

絶
滅
し
、
そ
の
後
、
霊
長
類
は
ほ
か
の
哺
乳
類
と
同
じ
よ
う
に
適
応
進
化
を
と
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

進
化
と
と
も
に
脳
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
今
か
ら
三
千
万
年
ほ
ど
前
に
生
息
し
た
エ
ジ
プ

ト
ピ
テ
ク
ス
の
脳
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
霊
長
類
が
分
岐
す
る
に
つ
れ
て
脳
が
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
で
す
。
別
に
大
き
く
な
ら
な
く
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で

す
。
小
さ
く
な
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
す
。
実
際
に
、
脳
が
小
さ
く
進
化
し
た
例
も
新
世
界
ザ
ル
の
一
部
の
系
統
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

脳
と
心
の
進
化

北
海
道
大
学
医
学
研
究
科

澤
口
　
俊
之



な
ぜ
、
わ
れ
わ
れ
の
脳
は
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
べ
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

昔
の
サ
ル
と
現
在
の
サ
ル
を
く
ら
べ
る
と
、
確
か
に
脳
は

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
進
化
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ

を
含
む
霊
長
類
の
体
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
体
が
大
き

く
な
る
と
、
当
然
、
脳
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

脳
重
が
最
大
の
動
物
は
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
で
、
約
九
キ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
は
男
女
平
均
で
約
千
三
百
グ
ラ
ム

で
す
。

こ
こ
で
、
昔
、
あ
る
サ
ル
が
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の
体
重

と
脳
重
と
の
関
係
は
、
対
数
値
で
表
す
と
直
線
関
係
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
サ
ル
か
ら
、
体
が
大
き
く
な
り
、
体
重

が
ふ
え
る
の
に
と
も
な
っ
て
脳
が
大
き
く
な
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
脳
が
大
き
く
な

っ
た
理
由
は
、
体
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
だ
け
で
す
。
脳
に

固
有
な
理
由
は
な
く
、
体
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
に
二
次
的

に
脳
も
大
き
く
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

脳と心の進化31
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図1 霊長類の系統進化


